
ク
レ
ク
考
古
学
の
基
礎
的
研
究
は
、
ア
ー
サ
ー
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

卿

(Sir
A
r
t
h
u
r
 E
v
a
n
s
)

の
「
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
ミ
ノ
ス
の
宮
殿
」

'
T
h
e
 Palace of 
M
i
n
o
s
 A
t
 Knossos'vols. 4. 
1
9
2
1ー

1
9
3
6
.

rep. 

1
9
6
4
.

で
あ
る
。
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
の
一
九

0
0年

の
発
掘
以
来
、
雑
誌

B.
S
.
 
A. 
U
そ
の
年
々
の
成
果
を
発
表
し

て
き
た
。
そ
の
報
告
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
た
こ
の
研
究
書
は
、

ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
の
各
所
の
精
緻
な
調
査
、
出
土
遺
物
の
多
方
面
か

ら
の
比
較
を
豊
富
な
図
版
・
プ
ラ
ン
を
用
い
て
論
ず
る
。
そ
れ
の

み
な
ら
ず
、
ク
レ
タ
の
東
部
・
南
部
の
諸
遺
蹟
の
発
掘
の
成
果
を

取
り
入
れ
て
、
ク
レ
ク
文
明
全
般
に
わ
た
る
研
究
書
と
な
っ
て
い

る。
私
は
、
本
稿
に
お
い
て
、

序 A ． 
言

ニ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
研
究
書
に
基
づ
い
て

新
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
後
期
に
至
る
土
器
の
装
飾
様
式
と

文
様
を
自
然
主
義
の
興
隆
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
、
整
理
し
て

み
よ
う
と
思
う
。

ク
レ
ク
考
古
学
の
編
年

ク
レ
ク
考
古
学
の
編
年
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
か
ら
検
出
さ
れ
た

土
器
の
分
析
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
。
そ
の
編
年
は
、
主
要
な
一
―
―

つ
の
時
代
に
分
割
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
初
期
」
ミ
ノ
ア
ン•E
a
r
l
y
'
_

M
i
n
o
a
n
、
「
中
期
」
ミ
ノ
ア
ン

'
M
i
d
d
l
e
'
M
i
n
o
a
n
、
「
後
期
」
ミ
ノ

ア
ン

•
L
a
t
e
'
M
i
n
o
a
n

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

E
M
,

M
M
,
L
M
と
略
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
一
一
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ

I
.
n
•
I
nの
三
期
に
下
位
区
分
さ
れ
、
さ
ら
に
M
M
I
_
I
I
I
と

L
M
 
Iー

n
は、

a,
b
 
!J_
、
L
M
日
は
、

a,
b
,
 
c
 JJ.
再
下
位
区
分

さ
れ
る
。

ー
ー
装
飾
様
式
と
文
様
を
中
心
と
し
て
1

一

ヽ
勝

又

エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
お
け
る
ク
レ
タ
の
土
器
の
研
究

俊

雄
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本
稿
で
は
、

L
M
II
ま
で
の
土
器
を
対
象
と
し
た
。
ク
ノ
ッ
ソ

ス
宮
殿
は
、
前
一
四

0
0年
に
地
震
で
破
壊
さ
れ
、
続
く

L
M
III 

以
降
、
宮
殿
の
建
築
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
研
究
の

進
歩
は
、
一
九
五
二
年
の
線
文
字
B
の
解
読
に
よ
っ
て
前
一
四
五

0
年
頃
つ
ま
り

L
M
II

の
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
人
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の

支
配
を
証
明
し
た
。
だ
が
、
ニ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、

L
M
II
の
ク
ノ
ッ

ソ
ス
を
ク
レ
ク
人
の
文
明
の
最
後
の
繁
栄
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

EM I 前 3400年ー前280碑
II 前2800年ー前2400年

III 前 240吟三一前 210~

MM  I 前 210呼ー前1900年
a 前 210吟三ー前200吟三

b 前 2000年ー前1900年

MM  II 前 190咋一前170呼

a 前 190~ー前 1800年
b 前 1800年ー前 1700年

MM  III前 170眸ー前1580年

a 前 170~ー前 1600年
. b 前 160~ー前 1580年

LM I 前 158呼一前1450年
a 前 1580年ー前1500年
b 前 1500年ー前1450年

LM II 前 145呼ー前140呼

LM III前1400-
a 前 1400年ー前1300年

b 前 130~―前 120舷F
C 前1200年一

ク
レ
ク
考
古
学
に
時
間
の
枠
組
を
与
え
、
編
年
体
系
を
確
立
さ

せ
た
の
ほ
、
古
代
ニ
ジ
プ
ト
の
編
年
で
あ
る
。
ニ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
様

々
な
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
編
年
体
系
の
中
で
、
エ
ド
ア
ル
ト
・
マ
イ

①
 

ヤ
ー

8
d
u
a
r
d
M
e
y
e
r
)

の
編
年
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
ク

＞
ク
考
古
学
の
編
年
体
系
の

E
M
,
M
M
,
 L
M
と
い
う
主
要
一
一
一
時

②
。

代
は
、
古
王
国
、
中
王
国
、
新
王
国
初
期
に
相
当
す
る

な
お
、
ニ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
編
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

故
に
本
稿
に
お
い
て
も
ニ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
従
い

L
M
II

の
土
器
を

考
察
の
対
象
と
す
る
。

二
、
自
然
主
義
と
形
式
主
義

ク
レ
ク
の
あ
ら
ゆ
る
美
術
の
領
域
に
お
い
て
最
も
重
要
な
働
き

を
為
し
た
因
子
は
、
自
然
主
義
で
あ
る
。
ク
＞
ク
美
術
の
領
域

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
自
然
主
義
の
盛
衰
に
よ
っ
て
大

き
く
そ
の
様
相
を
変
え
る
。
自
然
主
義
は
、
美
術
史
上
で
は
一
般

に
自
然
の
ま
ま
の
相
を
直
写
す
る
こ
と
を
指
す
。
ク
レ
ク
に
お
け

る
自
然
主
義
は
、
確
か
に
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
自
然
の
忠
実
な

模
倣
を
志
向
し
て
い
る
点
で
一
般
的
自
然
主
義
と
一
致
す
る
。
し

か
し
、
ク
レ
ク
の
自
然
主
義
は
、
自
然
の
「
外
面
的
に
変
化
す
る

現
象
面
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
素
朴
た
自
然
主
義
を
指
す
。

形
式
主
義
は
、
ク
＞
ク
に
お
い
て
自
然
主
義
の
派
生
概
念
に
過

ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
各
時
代
の
美
術
領
域
の
自
然
主
義
の
強
弱

と
の
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
敢
え
て
言
う
な

ら
ば
、
形
式
主
義
は
、
対
象
が
個
と
し
て
の
生
命
を
失
い
、
そ
の

本
質
を
抽
象
さ
れ
、
無
機
的
装
飾
の
単
位
へ
と
志
向
す
る
こ
と
を

指
す
。
こ
の
意
味
で
は
、
ク
レ
ク
の
美
術
領
域
に
お
い
て
そ
の
歴

史
は
、
新
石
器
時
代
か
ら

L
M
II 
kl
到
る
ま
で
の
自
然
主
義
の

盛
衰
の
歴
史
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

土
器
は
、
考
察
の
対
象
と
な
り
う
る
だ
け
の
各
時
代
の
出
土
量

を
有
す
る
領
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
土
器
美
術
の
領
域

に
お
け
る
自
然
主
義
の
時
代
的
変
遷
を
概
観
し
よ
う
。
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自
然
主
義
の
発
露
の
最
も
初
期
は
、
新
石
器
時
代
中
期
で
あ

る
。
し
か
し
、
E
M
を
通
じ
て
自
然
主
義
は
、
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
M
M
I
 !J
至
っ
て
、
自
然
主
義
が
興
隆
す
る
。
ま
だ
新
石

器
以
来
の
幾
何
学
的
傾
向
が
強
い
け
れ
ど
も
、
多
彩
に
よ
っ
て
そ

の
単
調
さ
が
救
わ
れ
て
い
る
。
M
M
I
I
に
は
、
自
然
主
義
は
、
上

質
の
多
彩
と
結
合
し
、
M
M
I
よ
り
強
ま
る
。
M
M
I
I
I
に
は
、

自
然
主
義
は
、
多
彩
を
失
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
徹
底
し
、

多
彩
の
喪
失
を
補
っ
て
余
り
あ
る
。
L
M
I
:
!
;
±
、
自
然
主
義
の
顕

著
な
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
L
M
l
b
頃
に
は
、
形
式
主
義
が
台

頭
し
始
め
る
。
そ
し
て
、
L
M
II 
!J :
!
;
±
、
自
然
主
義
よ
り
も
形
式

主
義
が
支
配
的
と
な
る
。
さ
ら
に
、
宮
殿
崩
壊
後
の
L
M

III
に

は
、
自
然
主
義
は
、
消
減
す
る
。

三
、
土
器
装
飾
様
式

ク
レ
ク
の
土
器
を
装
飾
す
る
様
式
に
は
、
二
通
り
あ
る
。
一
っ

は
、
明
色
地
暗
色
文
(
d
a
r
k
on l
i
g
h
t
)
で
あ
り
、
一
っ
は
、
暗

色
地
明
色
文
(
l
i
g
h
t
on d
a
~
k
)
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
装
飾
様

式
は
、
各
時
代
に
つ
れ
て
交
代
す
る
。
そ
の
交
代
を
、
こ
こ
で
時

代
別
に
概
観
す
る
。

新
石
器
時
代
後
期
に
は
、
暗
色
地
明
色
文
が
最
初
に
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
光
沢
の
な
い
黒
色
グ
レ
イ
ズ
・
ス
リ
ッ
プ
(
g
l
a
z
e

s
l
i
~
の
土
器
面
に
白
色
充
填
幾
何
学
刻
点
刻
線
文
を
白
色
石
灰

顔
料
で
模
倣
し
た
彩
文
土
器
で
あ
る
。

E
M
 I
 ~
1
!、
暗
色
地
明
色
文
に
加
え
て
明
色
地
暗
色
文
が
み

ら
れ
る
。
E
M
I
の
暗
色
地
明
色
文
技
法
は
、
新
石
器
時
代
後
期

と
変
化
な
い
。
一
方
、
明
色
地
暗
色
文
は
、
粘
土
の
淡
黄
地
に
暗

R
 

色
か
あ
る
い
は
、
赤
っ
ぼ
い
褐
色
の
釉
薬
(
g
l
a
z
e
)
を
用
い
て
幾

何
学
文
を
施
す
装
飾
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
用
い
ら
れ
た
釉
薬
は
、

ダ
ン
カ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
(
D
u
n
c
a
n
M
a
c
k
e
n
z
i
e
)
の
指
摘
に

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ー
ゲ
海
域
に
お
け
る
真
の
釉
薬
技
術
の

R
 

最
初
の
使
用
例
で
あ
る
。

E
M
 I
I
の
前
半
に
は
、
E
M
I
と
同
様
の
明
色
地
暗
色
文
が
み

ら
れ
る
。
し
か
し
、
E
M
I
I
の
後
半
に
は
、
土
器
装
飾
法
は
、
暗

色
地
明
色
文
に
代
わ
る
。
こ
れ
は
、
「
斑
文
土
器
」
.
1
3
o
t
t
l
e
d
ware' 

あ
る
い
は
、
出
土
地
に
因
ん
で
「
ヴ
ァ
シ
リ
キ
」
{
V
a
s
i
l
i
k
i
'
式
土

器
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
焼
成
の
過
程
で
煉
の
配
置
に
よ
っ
て

造
り
出
さ
れ
る
斑
文
ー
—
黒
い
く
ま
ど
り
を
持
つ
赤
、
黄
色
ー
ー
を
そ

の
特
徴
と
す
る
。

E
M
日
の
暗
色
地
明
色
文
の
技
法
は
、
や
や
砂
を
含
む
土
器
面

に
塗
ら
れ
た
黒
褐
色
釉
薬
の
上
に
鈍
白
色
の
顔
料
で
幾
何
学
文
を

描
く
装
飾
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
色
地
暗
色
文
は
、
み
ら
れ
な

、。＞ヽ
M
M
I
a
に
は
、
E
M
I
I
と
同
様
の
明
色
地
暗
色
文
の
技
法
が

ク
ノ
ッ
ソ
ス
を
中
心
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
M
M
l
a
~
お
け

る
主
要
な
土
器
装
飾
様
式
は
、
暗
色
地
明
色
文
で
あ
る
。
こ
れ
ほ

光
沢
あ
る
暗
色
ま
た
は
黒
色
の
釉
薬
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
を
盛

る
技
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
暗
色
地
明
色
文
様
式
に
よ

る
多
彩
装
飾
で
あ
る
。
色
彩
は
、
E
M
日
の
鈍
白
色
が
新
し
い
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く
っ
き
り
と
し
た
白
色
へ
、

E
M
ill
を
特
徴
付
け
る
イ
ン
ド
赤

（
代
諸
色
）
が
明
る
い
朱
色
へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
他
に
、
濃
い

赤
、
オ
レ
ン
ジ
、
淡
黄
が
み
ら
れ
る
●

M
M
 lb 
U
お
い
て
も
主
要
な
装
飾
様
式
は
、
暗
色
地
明
色
文

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
技
法
は
、
改
良
さ
れ
る
。
暗
色
釉
薬

は
、
よ
り
黒
色
化
し
、
一
層
多
彩
な
色
彩
効
果
を
生
み
出
し
う
る

結
果
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
れ
て
色
彩
も
改
良
さ
れ
る
。

M
M
Ia
の

明
る
い
朱
が
中
心
と
な
り
、
オ
レ
ン
ジ
・
イ
ニ
ロ
ー
が
徐
々
に
純

粋
な
黄
色
に
近
づ
く
。

M

M

 Ila
に
お
い
て
も
暗
色
地
明
色
文
の
時
代
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
技
法
に
お
い
て
も

M

M
lb
と
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
多
彩
の
色
調
が
、
原
色
の
け
ば
け
ば
し
さ
か
ら
繊
細
な

色
調
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

に
よ
る
と
、
白
色
は
美
し
い
乳
白
色
へ
、
赤
色
は
オ
レ
ン
ジ
あ
る

い
は
赤
褐
色
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
深
紅
色
は
桜
桃
色
を
帯
び

る
。
さ
ら
に
黒
色
は
、
時
々
紫
に
代
わ
っ
て
金
属
の
輝
き
を
示
す

⑦
 

の
に
用
い
ら
れ
る
。

M

M

 Ilb 
U
お
い
て
も
、
暗
色
地
明
色
文
が
顕
著
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
技
法
も

M

M
Ila
と
変
化
な
い
。

M

M

 Illa 
lJ.
お
い
て
暗
色
地
明
色
文
は
、
支
配
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
暗
色
地
明
色
文
に
よ
る
多
彩
装
飾
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

⑧
 

な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、

M

M
Illa

の
暗
色
地
明
色
文
の
技
法

ほ
、
粗
い
土
器
面
に
粗
悪
な
暗
色
釉
薬
を
用
い
、
そ
の
上
に
白
色

顔
料
で
文
を
描
く
。
し
か
し
、
釉
薬
を
も
つ
土
器
は
少
数
で
、
ほ

と
ん
ど
は
地
の
粘
土
面
を
呈
す
る
土
器
で
あ
る
。
こ
の
土
器
製
作

技
術
の
断
絶
は
、

M

M
Ilb
末
の
地
震
に
よ
る
宮
殿
の
破
壊
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

M

M

 IIlb
に
は
、
暗
色
地
明
色
文
は
、

M

M
Illa
の
低
迷
か
ら

脱
し
て
、
新
た
な
芸
術
表
現
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
し
か

⑨
 

し
、
多
彩
ほ
、
一
部
に
残
存
す
る
だ
け
で
、
暗
色
地
明
色
文
に
よ

る
単
彩
装
飾
が
支
配
的
と
な
る
。
そ
の
技
法
は
、
紫
が
か
っ
た
褐

色
地
に
粉
末
状
白
色
顔
料
を
用
い
る
。

L
M
 
I

と

L
M
II
に
は
、
明
色
地
暗
色
文
が
暗
色
地
明
色
文
に

代
わ
っ
て
、
主
導
的
装
飾
様
式
と
な
る
。
そ
の
技
法
は
、
光
沢
あ

る
淡
黄
釉
薬
地
に
褐
色
顔
料
で
装
飾
文
を
描
い
て
ゆ
く
明
色
地
暗

色
文
に
よ
る
単
彩
装
飾
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
彩
は
、
極
く
一
部

R
 

に
残
存
す
る
。

明
色
地
暗
色
文
と
暗
色
地
明
色
文
と
が
一
つ
の
土
器
の
上
で
混

用
さ
れ
る
作
例
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
両
様
式
が
一⑪ 

つ
の
土
器
上
に
交
互
に
。
＾
ネ
ル
状
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
作
例
を
一
―
―
つ
挙
げ
る
。

M

M

 Ia
の
パ
ラ
イ
カ
ス
ト
ロ

(Palaikastro)
出
土
の
「
フ
ル

ー
ツ
・
ス
タ
ン
ド
」

'Fruit,stand')1
は
、
四
つ
葉
の
花
の
花
弁

を
中
心
に
土
器
の
内
外
に
わ
た
っ
て
両
様
式
が
施
さ
れ
る
。

M

M

 Ilb
の
フ
ァ
イ
ス
ト
ス

(Phaistos)
出
土
の
ジ
ャ
ア

(jar)

に
ほ
、
両
様
式
の
装
飾
。
ハ
ネ
ル
が
白
色
の
縦
線
で
区
別
さ
れ
て
描

か
れ
る
。

M

M

 Il
l
b
|
L
M
 Ia
の
ザ
ク
ロ

(Nakro)
出
土
の
濾
過
器
（
図
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1
、
幾
何
学
文
様

幾
何
学
文
様
は
、
新
石
器
時
代
中
期
に
お
い
て
初
め
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
研
磨
さ
れ
た
黒
色
土
器
面
上
に
市
松
・

山
形
等
の
筒
単
な
直
線
の
混
合
文
で
あ
る
。

新
石
器
時
代
後
期
の
幾
何
学
文
は
、
技
法
が
刻
文
か
ら
彩
文
へ

と
変
化
す
る
だ
け
で
幾
何
学
文
自
体
に
変
化
は
な
い
。

四、

版
1
)

に
は
、
肩
部
の
淡
黄
地
に
褐
色
の
螺
旋
渦
巻
帯
が
、
胴
部

の
褐
色
地
に
白
色
の
自
然
主
義
的
ス
タ
ー
・
ア
ネ
モ
ネ

(Star

A
n
e
m
o
n
e
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
る
。

土
器
装
飾
文
様

図版1 スクー・アネモネ

E
M
 
I

の
幾
何
学
文
は
、
ハ
ギ
オ
ス
・
オ
ヌ
フ
リ
オ
ス

(
H
a
g
i
o
s

O
n
u
p
h
r
i
o
s
)
出
土
の
水
さ
し
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
直
線
群
で
あ

り
、
グ
ル
ニ
ア

(
G
o
u
r
n
i
a
)
出
土
の
水
さ
し
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

線
影
文
で
あ
る
。

E
M
 II
の
前
半
の
幾
何
学
文
様
は
、

E
M
I

と
比
較
す
る
と
、

格
段
の
進
歩
を
示
す
。
つ
ま
り
、
単
一
の
文
様
を
中
心
に
装
飾
す

る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
文
様
と
の
関
係
に
お
い
て
装
飾
す
る
こ
と

へ
と
発
展
す
る
。
そ
の
作
例
は
、
モ
ク
ロ
ス

(
M
o
c
h
l
o
s
)
出
土
の

ボ
ウ
ル

(
b
o
w
l
)

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
線
影
の
あ
る
三
角
形
が

そ
の
先
端
で
結
合
し
た
蝶
々
文
が
、
さ
ら
に
同
心
円
、
垂
線
の
束

が
随
所
に
描
か
れ
る
。

E
M
 II
の
後
半
に
お
い
て
は
、
斑
文
土
器
が
中
心
的
装
飾
法
と

な
る
の
で
、
彩
文
土
器
は
み
ら
れ
な
い
。

E
M
 III

の
幾
何
学
文
は
、
従
来
の
直
線
文
に
加
え
て
、
曲
線

文
を
多
く
取
り
入
れ
る
。
そ
の
中
で
も
螺
旋
文
が
土
器
装
飾
に

適
用
さ
れ
る
。
螺
旋
文
の
ク
レ
タ
ヘ
の
適
入
は
、
キ
ク
ラ
デ
ス

⑫
 

(
C
y
c
l
a
d
e
s
)
諸
島
の
影
響
に
大
き
く
負
う
て
い
る
。
螺
旋
文
は
、

グ
ル
ニ
ア
の
北
の
ト
レ
ン
チ
一

0
出
土
の
土
器
片
群
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
単
一
の
螺
旋
と
連
結
し
た
螺
旋
を
持
つ
。
円
花
文

(rosette)
、
＂
3

花
綱
も
同
じ
く
グ
ル
ニ
ア
の
土
器
片
群
に
み
ら
れ

る
。
直
線
文
は
、
器
面
全
体
を
被
わ
ず
、
二
本
の
平
行
線
間
に
展

開
す
る
よ
う
に
な
る
。

M

M

 I

に
お
け
る
幾
何
学
文
は
、

E
M
I
I
I
と
変
化
な
い
。
し
か

し、

M

M

la
に
は
、
新
石
器
時
代
中
期
の
山
形
・
市
松
等
の
幾
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⑬
 

何
学
文
が
多
彩
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
。

M
M
 II
以
降
、
自
然
主
義
の
興
隆
と
と
も
に
土
器
装
飾
文
か
ら

幾
何
学
文
は
消
え
る
。

2
、
自
然
物
文
様

自
然
物
文
様
は
、
多
く
の
場
合
、
宮
殿
壁
面
の
フ
レ
ス
コ
画
の

題
材
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
多
く
の
動
植
物

は
、
同
種
を
フ
レ
ス
コ
画
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

A

)

植

物

文

様

①
植
物
自
然
主
義
の
未
発
展
の
段
階
に
お
い
て
は
、
土

器
面
上
に
描
か
れ
た
植
物
は
、
極
め
て
幾
何
学
的
な
傾
向
を
備
え

て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
果
し
て
何
の
種
に
属
す
る
の
か
見
分
け
る

こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
単
に
「
植
物
」
と
し
て

整
理
す
る
。

植
物
を
描
く
土
器
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
西
庭
試
掘
坑
出
土
の
新
石

器
時
代
中
期
の
土
器
片
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
色
充
填
刻
線
で
表

現
さ
れ
た
大
枝
ら
し
き
も
の
を
示
す
。
し
か
し
、
新
石
器
時
代
後

期、

E
M
を
通
じ
て
植
物
文
は
、
み
ら
れ
な
い
。

M
M
 I
a
の
自
然
主
義
の
興
隆
と
と
も
に
植
物
は
、
主
要
装
飾

文
と
な
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
植
物
が
何
の
種
に
属
す
る
か

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
作
例
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
西

庭
下
の
家
出
土
の
カ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
の
葉
脈
を
も
っ

三
枚
の
赤
の
葉
を
示
す
。

M
M
 
l
b

の
植
物
文
も
依
然
幾
何
学
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

植
物
文
の
多
く
は
、
織
物
文
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
作
例
は
、
先

の
。
ハ
ラ
イ
カ
ス
ト
ロ
出
土
の
「
フ
ル
ー
ツ
・
ス
タ
ン
ド
」
の
台
脚

部
の
装
飾
帯
で
あ
る
。

②
ク
ロ
ッ
カ
ス
ク
ロ
ッ
カ
ス

(
c
r
o
c
u
s
)

の
代
表
的
作
例
は
、

M

M

 IIb
の
カ
マ
レ
ス

(
K
a
m
a
r
e
s
)
洞
窟
出
土
の
ブ
リ
ッ
ジ
・
ス

パ
ウ
テ
ッ
ド
・
ポ
ッ
ト

(
b
r
i
d
g
e
s
p
o
u
t
e
d
 p
o
t
)

で
あ
る
（
図
版
2
)
。

,ふ”い[[

9

／
悠
〗
”
〗
[
胃
磁
’
”
~
支
え
ら
れ

9,'

ス
た
白
色
の

、
9,,

、

鴨

笠

，

、

信

ヽ

~
[
9
~

ヤ
唸
各
，

x
~

ロ
ロ
初
↑
二
[
”
ヵ
う
ね
る
地

ッ

面

に

、

葉

戸
~
〗

す
る
現
存
唯
一
の
フ
レ
ス
コ
画
「
サ
フ
ラ
ン
摘
み
の
少
年
」
炉
S
a
f
f
,

⑭
 

r
o
n
 g
a
t
h
e
r
e
r
'

に
み
ら
れ
る
。

③

聖

母

ユ

リ

聖

母

ュ

リ

(
M
a
d
o
n
n
a
l
i
l
y
)

は、

M

M

Ilb

の

ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
水
さ
し
に
み
ら
れ
る
。
白
い
ユ
リ
花
と
赤
い
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蒟
が
描
か
れ
る
。

聖
母
ユ
リ
が
好
ん
で
描
か
れ
た
の
は
、

M

M

IIlb
で
あ
る
。
そ

の
代
表
的
作
例
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
南
東
区
画
の
「
ユ
リ
の
壺
の

倉」

'
M
a
g
a
z
i
e
n
of 
L
i
l
y
 V
a
s
e
s
'
出
土
の
ジ
ャ
ア
で
あ
る
（
図
版

3
)
。
こ
れ
は
、
紫
が
か
っ
た
褐
色
地
に
白
色
で
描
か
れ
た
ユ
リ

の
茂
み
を
示
す
。
ユ
リ
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、

M

M

Illa
の
「
南
東

の
家
」
＾
S
o
u
t
h
、E
a
s
t
H
o
u
s
e
'
(
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
）
、

M
M
_
I
I
l
b

の
ハ

ギ
ア
・
ト
リ
ア
ダ

(
H
a
g
i
a
T
r
i
a
d
a
)

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て

い
る
。④
ア
シ
あ
る
い
は
草
類
ア
シ

(reed)

あ
る
い
は
草
類
は
、

M

M

 Illb
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
南
東
区
画
出
土
の
浴
漕
の
内
側
に
み

ら
れ
る
。
ア
シ
あ
る
い
は
草
類
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、

M

M

Illa
の

「
南
東
の
家
」
出
土
の
フ
レ
ス
コ
画
断
片
で
あ
る
。

図阪4 アツあるいは草類

図阪3 聖 母 ユ リ

ア
シ
あ
る
い
ほ
草
類
は
、

L
M
l
a

に
最

も
顕
著
に
描
か
れ
た
植
物
文
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
南
に
広
が
る
ジ
ッ

プ
セ
イ
ズ

(
G
y
p
s
a
d
e
s
)

の
丘
の
井
戸
出

土
の
多
量
の
土
器
群
が
よ
く
示
す
。
ま

た
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
「
東
の
階
段
」
＾
E
a
s
t

Staircase)

下
の
堆
積
出
土
の
植
木
鉢

(:flowerpot)
も
ア
シ
あ
る
い
は
草
類
を
示

す
（
図
版
4
)
。

⑤
パ
ピ
ル
ス
パ
ピ
ル
ス

(
p
a
p
y
r
u
s
)

ほ
、
ク
レ
タ
の
美
術
領
域
に
お
い
て
ほ
、
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M

M

日
b
の
「
フ
レ
ス
コ
の
家
」

'
H
o
u
s
e
of 
the Frescoes'
出

土
の
フ
レ
ス
コ
画
に
最
初
に
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
土
器
上
に
描

か
れ
る
の
は
、

L
M
la
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
作
例
は
、
ク
ノ
ッ

ソ
ス
の
北
ニ
ル
・
カ
ニ

(
N
i
r
u
K
h
a
n
i
)
出
土
の
土
器
片
で
あ
る
。

こ
の
。
＾
ビ
ル
ス
は
、
極
め
て
形
式
主
義
的
な
傾
向
を
帯
び
る
。
そ

れ
故
に
、
ワ
ズ
リ
リ
ィ

(
W
a
z
lily)
と
非
常
に
類
似
し
、
下
の

弧
状
葉
は
、
イ
チ
ハ
ツ
を
想
起
さ
せ
る
。

L
M
 II
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ヴ
ィ
ラ

(
R
o
y
a
l
Villa) 

出
土
の
ア
ン
フ
ォ
ラ

(
a
m
p
h
o
r
a
)
上
の
。
＾
ビ
ル
ス
は
、
尖
っ
た
葉

梢
に
囲
ま
れ
た
一
＿
一
本
の
。
＾
ビ
ル
ス
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
水

の
描
写
と
考
え
ら
れ
る
波
状
線
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
パ
ビ
ル

ス
の
繁
茂
地
＝
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
河
畔
の

L
M
II
の
フ
レ
ス
コ

⑮
。

画
の
模
写
と
考
え
ら
れ
る

⑥
し
ゅ
ろ
し
ゅ
ろ

(
p
a
l
m
)
は、

M

M
llb
の
「
ル
ウ
ム
・

ウ
ェ
イ
ト
の
地
下
室
」

'
L
o
o
m
,
W
e
i
g
h
t
B
a
~
e
m
e
n
t
'
出
土
の
ジ
ャ

ア
に
み
ら
れ
る
（
図
版
5
)
。
わ
ず
か
に
起
伏
す
る
地
面
に
立
っ
―
―
―

本
構
成
の
し
ゅ
ろ
は
、
中
央
に
バ
ラ
色
の
開
花
を
示
す
。
全
体
の

効
果
、
特
に
地
面
の
起
伏
は
、
フ
レ
ス
コ
画
の
影
響
を
思
わ
せ

る。
L
M
 lb
に
は
、
し
ゅ
ろ
は
、
顕
著
に
描
か
れ
る
。

M
M
i
l
b
U
 

み
ら
れ
た
下
枝
の
誇
張
さ
れ
た
弧
は
、
引
き
継
が
れ
る
。
そ
の
作

例
は
、
プ
セ
イ
ラ

(Pseira)
出
土
の
リ
ュ
ト
ン

(rhyton)
で
あ

る
。
こ
の
し
ゅ
ろ
は
、
形
式
主
義
が
著
し
い
の
で
、
し
ゅ
ろ
の
特

徴
で
あ
る
開
花
が
草
状
の
突
起
と
化
す
。

⑦
交
配
種
植
物
の
中
に
は
、
他
の
種
と
交
配
し
て
新
た
な

種
を
形
成
す
る
植
物
が
あ
る
。
こ
の
異
種
間
の
交
配
は
、

M

M
II 

の
貝
殻
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
レ
ク
の
美
的
表
現
手
段
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

二
種
の
植
物
の
簡
単
な
交
配
の
代
表
は
、
ワ
ズ
リ
リ
ィ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
・
デ
ル
ク
の
女
神
ワ
ゼ
ッ
ト

(
W
g
e
t
)
を
象
徴
す
る
。
＾
ピ
ル
ス
の
茎
を
表
現
し
た
ワ
ズ

(
W
a
z
)

と
聖
母
ユ
リ
と
の
交
配
で
あ
る
。
ユ
リ
の
神
聖
は
、
イ
ソ
パ
ク

(Isopata)
出
土
の
印
璽
が
示
す
よ
う
に
、
女
神
と
と
も
に
あ
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
作
例
は
、

L
M
Ia
の

ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
カ
ッ
プ
で
あ
る
。
（
図
版
6
)

図阪5 し ゆ ろ
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交
配
植
物
の
中
で

最
も
顕
著
な
植
物

は
、
「
聖
な
る
ッ
タ
」

'Sacral 
Ivy'

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ニ
ジ

プ
ト
第
―
二
王
朝
の

天
蓋
付
ワ
ズ

(cano,

p
i
e
d
 
W
a
z
)

に
ッ
タ

の
葉
が
被
せ
ら
れ
た

交
配
種
で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
全
体

の
形
が
ッ
タ
状
で
あ

り
、
ワ
ズ
が
神
聖
で

あ
る
の
で
、
「
聖
な
る

ッ
ク
」
の
名
が
あ
る
（
図
版
7
)
。
そ
の
代
表
的
作
例
は
、
プ
セ
イ

ラ
出
土
の
ジ
ャ
ア
で
あ
る
。
脚
部
の
「
聖
な
る
ッ
タ
」
は
、
パ
ピ

ル
ス
の
房
の
開
花
し
た
上
端
を
描
写
す
る
。

(

B

)

海
生
物
文
様

海
か
ら
取
材
し
た
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
海
生
物
文
様
は
、
「
海

の
様
式
」

'
M
a
r
i
n
e
Style'

と
呼
ば
れ
る
。
「
海
の
様
式
」
は
、

M

M

 Ia
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
ボ
ウ
ル
上
の
魚
に
最
初
に
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、

L
M
l
b

に
「
海
の
様
式
」
は
、
土
器
装
飾

文
の
中
心
と
な
る
。

二
次
元
的
表
現

] .i-饂園園

図版6 ワズリリイ

ク
'"

E
 

心＂ふLA
f
L
 

▽ハ
U
ふ
＇ 
M
 
M
 
z
 ゚”
 

>

d

 

OL 
B
 
M
 
y
 
s
 
ーA
 w
 

3

c

 

u
7
9
U
 

3
 

／
 

a 
F口ESco み

図版7 聖なるック，その由来を示す比較

①
イ
ル
カ
イ
ル

カ

(
d
o
l
p
h
i
n
)

t!
、

M

M

 Illa
の
。
＾
ッ
キ

ア
モ
ス

(
P
a
c
h
y
a
m
,

m
o
s
)

出
土
の
二
個

の
ジ
ャ
ア
の
上
に
描

か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

土
器
装
飾
文
様
に
イ

ル
カ
が
描
か
れ
る
最

初
の
作
例
で
あ
る
。

―
つ
の
ジ
ャ
ア
は
、

波
し
ぶ
き
を
被
っ
た

岩
を
上
に
、
小
石
の

浜
を
表
現
す
る
白
点

帯
を
下
に
描
き
、
そ

の
間
の
波
状
空
間
に

イ
ル
カ
を
描
く
。
他

の
ジ
ャ
ア
は
、
波
間

か
ら
飛
び
上
っ
た
イ

ル
カ
を
描
く
。
パ
ッ

キ
ア
モ
ス
の
イ
ル
カ

も
フ
レ
ス
コ
画
か
ら

の
影
響
を
示
す
。

L
M
l
b
の
プ
セ
イ
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図阪9 形式化したクコ 図阪8 夕 コ

⑮
 

ラ
出
土
の
「
な
し
型
」
＾
p
e
a
r
s
h
a
p
e
d
'
:
リ
ュ
ト
ン
、

L

M
II
の
ク

ノ
ッ
ゾ
ス
宮
の
西
出
土
の
土
器
片
は
、
形
式
主
義
化
し
た
大
き
な

目
の
イ
ル
カ
を
示
す
。

②
タ
コ
「
海
の
様
式
」
の
な
か
で
最
も
顕
著
な
装
飾
文
は
、

タ
コ

(octopus)

で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
作
例
は
、

L
M
l
b

の
プ

七
イ
ラ
出
土
の
「
鐙
壺
」

'stirrup
vase'
で
あ
る
（
図
版
8
)
。
こ

れ
は
、
海
藻
、
ほ
ら
貝

(triton)

の
間
で
、
一
匹
の
ク
コ
が
両
眼

を
あ
け
、
八
本
の
長
い
吸
盤
付
の
足
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
動
く
様

子
を
描
く
。

L

M

 II
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
の
北
西
境
界
出
土
の
ア
ン
フ
ォ
ラ
の

タ
コ
（
図
版
9
)

は
、
プ
七
イ
ラ
の
ク
コ
と
比
較
し
て
形
式
化
が

著
し
い
。
こ
の
タ
コ
は
、
七
本
の
足
を
持
つ
が
、
そ
れ
ら
は
、
全

体
に
か
ら
ま
な
く
な
り
、
し
か
も
吸
盤
を
持
た
ず
、
螺
旋
形
の
末

端
で
終
る
。
こ
れ
ら
の
タ
コ
の
表
現
方
法
は
、

L
M
II
の
ク
コ
の

表
現
の
特
徴
で
あ
る
。

⑰
 

③
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト

(
a
r
g
o
n
a
u
t
)

~
、
元
来

八
本
足
で
あ
る
が
、

M

M

III
末
以
降
三
本
に
減
じ
ら
れ
て
表
現

さ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
作
例
は
、

L
M
l
b

の
ニ
ジ
プ
ト
出
土
の

「
マ
ル
セ
イ
ユ
」

'Marseilles'
水
さ
し
で
あ
る
（
図
版
10)
。
こ
れ

に
は
、
小
さ
な
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
が
器
面
全
体
に
散
り
ば
め
ら
れ
、

そ
の
中
に
は
、
天
蓋
を
足
の
上
に
頂
く
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
も
み
ら
れ

⑱
 

る
。
そ
の
間
に
は
、
三
つ
葉
型
あ
る
い
は
四
つ
葉
型
の
岩
と
、
そ

れ
に
付
着
し
た
海
藻
、
海
中
に
漂
う
海
藻
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に

は
、
プ
セ
イ
ラ
の
タ
コ
の
壺
に
み
ら
れ
る
多
様
な
装
飾
文
間
の
有
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機
的
調
和
が
崩
れ
、
主
要
装
飾
文
の
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
の
無
機
的
な

反
復
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

④
交
配
稲
巻
き
貝
と
二
枚
貝
と
の
交
配
種
は
、

M

M
lb
の

カ
マ
レ
ス
出
土
の
注
口
付
壺
に
み
ら
れ
る
。
四
個
の
巻
き
貝
ら
し

き
も
の
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
巻
き
貝
と
し
て
の
ム
レ
ッ
ク
ス

(
m
u
r
e
x
)

の
突
起
と
、
ド
リ
ウ
ム
・
ガ
レ
ア

(
D
o
l
i
u
m
galea)
と

し
て
の
フ
ン
を
頂
点
に
持
つ
。
し
か
し
、
二
枚
貝
の
よ
う
に
閉
じ

た
ま
ま
で
穴
は
な
い
。

三
次
元
的
表
現

「
海
の
様
式
」
は
、
一
＿
一
次
元
的
に
表
現
さ
れ
る
場
合
が
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
代
表
的
技
法
は
、

M

M

Ia
に
最
初
に
現
わ

れ
る
「
バ
ー
ボ
ク
イ
ソ
」

"barbotine'

式
土
器
装
飾
法
で
あ

る
。
「
バ
ー
ボ
タ
イ
ン
」
と
は
、
器
面
の
任
意
の
所
に
盛
り

上
げ
た
ス
リ
ッ
プ
を
指
す
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
、
一
種
の

浮
彫
と
同
様
の
効
果
を
生
む
。
「
バ
ー
ボ
ク
イ
ン
」
技
法
の

起
源
は
、
海
の
甲
殻
類
な
か
で
も
カ
キ
、
ウ
ニ
、
貝
殻
等
の

突
起
の
多
い
海
生
物
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

M
M
I
b
か
ら

M

M
Ila
の
間
に
多
彩
と
結
合
し
、

M

M
lb 

の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
南
西
出
土
の
水
さ
し
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

最
良
の
作
例
を
造
り
出
す
。
し
か
し
、

M

M

lib
に
は
、
み

ら
れ
な
く
な
る
。

①
フ
ジ
ッ
ポ
フ
ジ
ッ
ボ

(barnacle)

の
代
表
的
作
例

は、

M

M

Ia
の
ク
ル
ウ
ラ

(
K
o
u
l
o
u
r
a
)
3
下
の
家
B
出
土

の
カ
ッ
プ
で
あ
る
（
図
版
11)
。
こ
の
器
面
に
は
、
フ
ジ
ッ
ポ

を
模
倣
す
る
「
フ
ジ
ッ
ボ
細
工
」
ぜ
barnacle
w
o
r
k
'
が
高
く
盛
り

上
げ
ら
れ
、
浮
彫

的
効
果
を
出
す
。

②
交
配
種
フ

ァ
イ
ス
ト
ス
出
土

の
M
M
I
I
a
の
大

き
な
カ
ッ
プ
に
は

交
配
さ
れ
た
二
枚

貝
ら
し
き
も
の

が
、
そ
の
器
周
を

図阪10

図版11 フ ジ ッ ボ
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回
る
（
図
版
12)
。
こ

れ
は
、
ウ
ェ
ヌ
ス
・
ウ

ェ
ル
カ
タ
(
V
e
n
u
s

verruca t
a
)
と
ペ
ッ

ク
テ
ン
(
p
e
c
t
e
n
)
の

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
よ

り
構
成
さ
れ
る
。
頂

点
を
中
心
と
す
る
同

心
円
状
の
輪
は
ウ
ェ

ヌ
ス
・
ウ
ェ
ル
カ
タ
、

先
端
の
ア
ー
チ
は
ペ

ッ
ク
テ
ン
の
特
徴
で

あ
る
。
こ
の
浮
彫
は
、

凍
石
製
の
型
を
器
面

に
当
て
、
そ
の
裏
側
に
指
を
当
て
、
両
側
か
ら
の
指
圧
に
よ
っ
て

⑲
 

成
就
さ
れ
る
一
種
の
打
出
し
で
あ
る
。

3
、
非
自
然
物
文
様

(

A

)

建
築
装
飾
文
様

①
眼
状
円
盤
装
飾
帯
眼
状
円
盤
装
飾
帯
は
、

M
M
I
l
b
を
特

徴
付
け
る
建
築
装
飾
文
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
作
例
は
、
「
ル

ウ
ム
・
ウ
ェ
イ
ト
の
地
下
室
」
出
土
の
注
口
付
ジ
ャ
ア
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
赤
褐
色
の
核
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
周
囲
を
持
つ
円
盤

が
そ
の
器
周
を
走
る
の
が
描
か
れ
る
。
円
盤
の
起
源
は
、

M
M
Ilb 

の
「
町
の
モ
ザ
イ
ク
」
＾
T
o
w
n
m
o
s
a
i
c
s
'
!
J
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

区
V重しし0~

図阪12 交配二枚貝

宮
殿
フ
ァ
サ
ー
ド
(
f
a
~
a
d
e
)

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
腰
羽
目
彩
色
し
っ
く
い
腰
羽
目
(
d
a
d
o
)
は
、

の
「
ル
ウ
ム
・
ウ
ェ
イ
ト
の
地
下
室
」
出
土
の
注
口
付
ジ
ア
ア
に

み
ら
れ
る
。
三
日
月
形
の
帯
が
口
縁
部
と
胴
部
に
乳
白
色
と
明
る

い
赤
色
を
用
い
て
交
互
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
実
際
の
彩
色
し
っ

く
い
腰
羽
目
が
同
所
か
ら
二
枚
出
土
す
る
。

フ
ァ
イ
ス
ト
ス
宮
第
五
区
出
土
の
壺
の
天
井
文
、
L
M
I
I
の
「
宮

殿
式
」
＾
P
a
l
a
c
e
S
t
y
l
e
'
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
フ
リ
ー
ズ
(
f
r
i
e
z
e
)
文
は
、

彩
色
し
っ
く
い
腰
羽
目
同
様
、
建
築
装
飾
文
に
含
ま
れ
る
。
し
か

し
、
建
築
の
空
間
を
彩
色
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
フ
レ
ス
コ
画

が
当
然
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
土
器
を
対
象
と
す

る
の
で
含
め
な
い
。(

B

)

神

聖

文

聖
な
る
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
装
飾
文
は
、

L
M
lb
以
降

顕
著
に
な
る
。
そ
の
代
表
例
を
四
つ
扱
う
。

①
ア
ダ
ー
・
マ
ー
ク
ア
ダ
ー
・
マ
ー
ク
•
a
d
d
e
r
mark':?;:、

L
M
 l
b
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
ゴ
プ
レ
ッ
ト
(
g
o
b
l
e
t
)
に
描
か

れ
る
（
図
版
13)
。
三
角
形
の
波
形
の
中
に
一
つ
の
点
を
も
つ
型

⑳
 

は
、
ク
サ
リ
ヘ
ビ
の
皮
膚
の
模
倣
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ビ
ほ
、

M
M
 III
の
「
神
庫
」
の
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
の
女
性
像
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
女
神
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
。

②
双
斧
双
斧
(
d
o
u
b
l
e
axes) 
:?;:、

L
M
I
I
に
は
最
も
顕

著
に
な
る
。
そ
の
作
例
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
の
北
西
の
聖
所
ホ
ー

M
M
 Ilb 

の
彩
色
さ
れ
た
丸
い
梁
の
頭
に
求
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ル
出
土
の
ジ
ャ
ア
で
あ
る
。
長
短
八
本
の
双
斧
が
ア
シ
あ
る
い
は

⑪
 

草
類
と
と
も
に
描
か
れ
る
。

双
斧
の
表
現
は
、
単
な
る
聖
な
る
武
器
の
表
現
に
と
ど
ま
ら

ず
、
双
斧
を
含
む
場
景
の
表
現
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
作

例
は
、

L

M
II
の
イ
ソ
パ
ク
の
「
王
墓
」
'
R
o
y
a
l
T
o
m
b
'
出
土
の

ア
ン
フ
ォ
ラ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
双
斧
の
刃
を
持
つ
角
柱
状
の

棒
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
礼
拝
所
を
描
く
フ
レ

a・2 

ス
コ
画
に
お
け
る
円
柱
に
指
し
込
ま
れ
た
双
斧
の
描
写
と
考

＠
 

え
ら
れ
る
。

③
ア
ン
ク
ア
ン
ク

(
a
n
k
h
)
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る

生
命
の
象
徴
で
あ
る
。

L
M
i
b

の
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
の
ゴ
ブ
レ

ッ
ト
に
は
、
二
本
足
の
ア
ン
ク
と
双
斧
と
の
混
合
型
が
み
ら

れ
る
。④
8
の
字
型
盾

8
の
字
型
盾
は
、

L
M

la
の
イ
ソ
。
ハ

タ
の
第
五
石
室
墓
出
土
の
埋
葬
用
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
の
側
面
に
は
、
猪
の
牙
製
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
描
か
れ
る
。

8
の
字
型
盾
は
、

L
M
l
a
の
ク
ノ
ッ
ゾ
ス
宮

の
「
ロ
ッ
ジ
ア
」

'Loggia'

の
「
盾
の
フ
レ
ス
コ
」

'Shield

Fresco'

の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

8
の
字
型
盾

の
神
聖
は
、
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
の
黄
金
印
璽
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
好
戦
的
女
神
の
象
徴
に
求
め
ら
れ
る
。

(

C

)

貴
金
属
細
工
文

葉
状
帯
は
、
貴
金
属
箔
製
の
花
鎖
に
起
源
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
作
例
は
、

M

M

Ia
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の

土
器
片
で
あ
る
。
し
か
し
、
葉
状
帯
は
、

M
M
lib
末
に
は
、
「
ル

ウ
ム
・
ウ
ェ
イ
ト
の
地
下
室
」
出
土
の
ジ
ャ
ア
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
細
く
な
り
葉
状
を
呈
す
る
。

(

D

)

金
属
器
装
飾
文

銀
器
の
繊
細
な
打
出
し
縦
溝
彫
り
の
微
妙
な
明
暗
は
、
ク
ノ
ッ

ソ
ス
の
ク
ル
ウ
ラ
出
土
の

M

M

Ila

の
「
乳
白
色
縁
取
り
」
型

'
c
r
e
a
m
y
-
b
o
r
d
e
r
d
'
c
l
a
s
s

の
フ
ル
ー
ツ
・
ス
タ
ン
ド
の
受
け
台
の

9 l l 

図版13 アダー・マーク
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断
片
に
表
現
さ
れ
る
。
銀
器
の
輝
き
を
模
倣
し
た
乳
白
色
の
縁
取

り
を
持
つ
円
盤
の
内
側
に
は
、
や
や
褐
色
の
濃
淡
二
本
一
組
の
支

脈
が
機
械
的
に
反
復
さ
れ
る
。
こ
の
支
脈
に
よ
る
装
飾
文
は
、

「
べ
つ
甲
波
状
」

'tortoiseshell
ripple'
文
と
呼
ば
れ
る
。

(

E

)

石

理

文

石
製
容
器
の
石
理
、
特
に
角
礫
岩
・
礫
岩
・
ラ
イ
パ
ラ
イ
ト
岩

の
ま
だ
ら
は
、
多
彩
装
飾
の
端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
代
表
的
作
例
は
、

M

M
lb
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
土
器
片
で

あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
白
色
縁
取
り
を
も
つ
赤
い
ま
だ
ら
の
石

理
は
、
同
所
出
土
の
角
礫
岩
の
蓋
の
自
然
な
色
合
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
正
確
な
模
倣
で
あ
る
。

多
彩
に
よ
る
石
製
容
器
の
模
倣
は
、
多
彩
が
一
般
的
に
消
滅
す

る

M

M
Illa
の
土
器
片
上
に
、
白
色
縁
取
り
と
と
も
に
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
多
彩
の
発
展
が
角
礫
岩
の
白
色
縁
取
り
石
理
の
模

倣
に
端
を
発
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

4
、
人
物
・
獣
・
鳥
文
の
回
避

人
物
・
獣
・
鳥
の
表
現
は
、
ク
レ
ク
の
土
器
装
飾
の
領
域
に
お

い
て
は
、
そ
の
作
例
が
極
め
て
少
数
で
あ
る
の
で
、
明
白
な
表
現

回
避
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
題
材
が
フ
レ
ス
コ

画
の
領
域
に
お
い
て
主
要
な
題
材
で
あ
っ
た
事
実
を
考
え
る
と
、

奇
妙
な
現
象
で
あ
る
。

(

A

)

人

物

人
物
は
、

M

M
lb
以
降

L
M
Ille 
bl
至
る
ま
で
決
し
て
表
現

さ
れ
な
い
。
ク
レ
ク
の
土
器
に
お
け
る
知
り
得
る
限
り
唯
一
の
作

む

す

び

例
は
、

M

M
Ia
の
カ
マ
レ
ス
洞
窟
出
土
の
土
器
片
で
あ
る
。
そ

⑱。

の
人
体
は
、
極
め
て
奇
怪
に
表
現
さ
れ
る

(

B

)

獣

獣
は
、

E
M
日
,
M
M
i
a
を
除
く
と

L
M
Ilic 
J:.!
至
る
ま
で
決

し
て
描
か
れ
な
い
。

E
M
III
の
作
例
は
、
グ
ル
ニ
ア
の
北
の
ト
レ

ン
チ
ー

0
出
土
の
土
器
片
群
中
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
頭
、
前

脚
、
線
影
の
あ
る
胴
体
か
ら
な
る
山
羊
を
描
く
。

M

M
Ia
の
作

例
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
出
土
の
土
器
片
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
三
頭

の
山
羊
が
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
と
と
も
に
描
か
れ
る
。

(

C

)

鳥

鳥
は
、
人
物
・
獣
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
作
例
は
多
い
。
グ
ル

ニ
ア
出
土
の

M

M
Ia
の
土
器
片
の
ア
オ
サ
ギ
が
そ
の
最
初
の
作

例
で
あ
る
。

M

M
IIIb
の
「
神
庫
」

'
T
e
m
p
l
e
Repositories'
出
土

R
 

の
メ
ロ
ス

(Melos)
型
水
さ
し
に
は
、
飛
行
中
の
鳥
が
描
か
れ

る。

L
M
II
の
メ
ロ
ス
島
の
フ
ィ
ラ
コ
ピ

(Phylakopi)
出
土
の

浴
漕
断
片
に
は
、
二
羽
の
水
鳥
が
ア
シ
、
。
＾
ビ
ル
ス
の
間
に
そ
れ
ぞ

れ
い
る
場
景
が
描
か
れ
る
。

L
M
II
の
。
＾
ビ
ル
ス
の
ジ
ャ
ア
同
様

に
、
ナ
イ
ル
河
畔
描
写
の
フ
＞
ス
コ
画
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

ク
レ
ク
の
土
器
装
飾
文
は
、
新
石
器
時
代
後
期
か
ら
L
M
i
l
kl 

至
る
ま
で
、
明
色
地
暗
色
文
と
暗
色
地
明
色
文
と
い
う
二
大
装
飾

様
式
を
用
い
て
、
自
然
主
義
と
形
式
主
義
と
い
う
両
極
の
間
で
展

開
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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注①

E. M
e
y
e
r
`
A
e
g
y
p
t
i
s
c
h
e
 C
h
r
o
n
o
l
o
g
i
e
,
 1
9
0
4
 ;
'
T
h
e
 P
a
l
a
c
e
 

o
f
 M
i
n
o
s
 A
t
 K
n
o
s
s
o
s
'
(
以
下
特
記
な
き
場
合
は
巻
数
と
頁
数
の

み
を
示
す
）

I
p
.
3
0

か

ら

引

用

。

．

②

I
 p.
2
5
.
 

③
村
田
数
之
亮
『
ギ
リ
シ
ア
美
術
』
一
九
七
四
年
、
東
京
、
七
一
頁
。

④
グ
レ
イ
ズ
・
ス
リ
ッ
プ
と
グ
レ
イ
ズ
と
の
差
異
は
、
私
に
は
判
ら
な

い
。
本
稿
で
は
、
グ
レ
イ
ズ
を
釉
薬
、
ス
リ
ッ
プ
を
化
粧
土
と
解
釈
す

る。

⑤
釉
薬
は
、
珪
酸
を
主
成
分
と
す
る
が
、
こ
れ
と
の
化
合
物
に
よ
っ
て

異
な
る
。
そ
の
中
で
ア
ル
カ
リ
釉
は
、
最
も
古
く
、
最
も
不
確
か
な
も

の
で
、
ニ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
等
で
使
用
さ
れ
た
。
ク
レ
ク
の
釉
薬
は
、

ア
ル
カ
リ
釉
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
土
器
と
陶
磁
器
の
区
別
の
指

標
が
釉
薬
の
有
無
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ク
レ
ク
の
釉
薬
は
何
か

判
ら
な
く
な
る
。

⑥

D. M
a
c
k
e
n
z
i
e
,
'
T
h
e
 P
o
t
t
e
r
y
 
o
f
 
K
n
o
s
s
o
s
'
J
H
S
.
 
xxiii, 

1903, 
p. 1
5
8
 ;
 I
 p. 6
2
 n
o
t
e
 2

か
ら

51田内。

⑦

0p. cit. 
p
.
1
7
2
;
 
I
 p. 2
3

か
ら
引
用
。

⑧

I
p
.
 593.

そ
の
代
表
的
作
例
は
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
西
庭
の
ク
ル
ウ
ラ

出
土
の
カ
ッ
プ
と
ボ
ウ
ル
断
片
で
あ
る
。

⑨

I
 p.
5
9
6
.

そ
の
代
表
的
作
例
は
、
礫
岩
の
模
倣
と
考
え
ら
れ
る
「
神

庫
」
出
土
の
水
さ
し
で
あ
る
。

⑩
多
彩
は
、

L

M

Ia
と

L

M

III
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
に
み
ら
れ
る
。

⑪

D
.
 M
a
c
k
e
n
z
i
e
,
'
T
h
e
 M
i
d
d
l
e
 M
i
n
o
a
n
 P
o
t
t
e
r
y
 
o
f
 
K
n
o
、

s
s
o
s
'
J
H
S
.
 
1906, 
p
p
.
 2
5
3
1
4
.
紬
5

は
、
両
ば
殊
士
〈
の
年
5

一
形
能
や
か
明

地
と
暗
地
の
パ
ネ
ル
状
交
代
に
あ
る
と
述
べ
る
。

⑫

1
 

p
.
1
1
2
.

ク
レ
ク
の
ピ
ュ
ク
ッ
ス

(
p
y
x
i
s
)

の
螺
旋
文
は
、
メ
ロ

ス
島
の
そ
れ
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
で
、
輸
入
品
か
そ
の
模
倣
と

考
え
ら
れ
る
。

p
.
1
1
4ー

5.

ビ
ュ
ル
ゴ
ス

(
P
y
r
g
o
s
)

の
ビ
ュ
ク
シ
ス

に
み
ら
れ
る
新
石
器
中
期
の
刻
線
文
は
、
キ
ク
ラ
デ
ス
か
ら
の
ピ
ュ
ク

ッ
ス
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

E
M
日
の
新
石
器
中
期
の
装
飾
文

の
普
及
は
、

M

M

Ia
に
至
る
ま
で
残
る
。

⑬

I
 p.
1
7
7
,
 I
V
 pp
.
 9
0ー

1
.
~石
器
中
期
の
幾
何
学
文
の
M
M
i
a

へ

の
再
登
場
は
、

E
M
III
に
お
け
る
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
か
ら
の
影
響
と
、

ク
レ
ク
自
体
に
お
け
る
新
石
器
時
代
以
来
土
器
以
外
の
腐
敗
し
や
す
い

容
器
に
継
承
さ
れ
て
き
た
幾
何
学
文
の
影
響
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。

⑭
ク
ロ
ッ
カ
ス
と
サ
フ
ラ
ソ
は
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
属
に
属
す
る
同
属
で
あ

る
。
サ
フ
ラ
ン
は
、
薬
用
で
あ
っ
た
。

⑮
。
＾
ビ
ル
ス
は
、
生
育
地
が
中
央
ア
フ
リ
カ
な
の
で
、
古
代
＝
ジ
プ
ト

で
さ
え
も
栽
培
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
た

（
大
沢
忍
『
。
＾
ピ
ル
ス
の
秘
密
』
三
九
頁
）
。
そ
れ
故
に
、

L

M

II
の

ク
レ
ク
に
は
。
ハ
ビ
ル
ス
は
当
然
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
ナ
イ
ル
河
畔
の

描
写
を
証
明
す
る
。

⑯

I
V
 p
.
2
6
9
「
な
し
型
」
リ
ュ
ト
ン
は
、

L

M
Ib

に
流
行
す
る
。
こ

の
起
源
は
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
殻
型
リ
ュ
ト
ン
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
殻
型
リ
ュ
ト
ン
は
、
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
第
四
竪
穴
墓

出
土
の
リ
ュ
ト
ン
の
よ
う
に
実
際
の
卵
殻
に
起
源
が
あ
る
。
ク
レ
ク
で

は、

M
M
I
I
a

に
は
少
な
く
と
も
土
器
で
模
倣
さ
れ
た
。

⑰
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
は
、
和
名
を
ク
コ
プ
ネ
と
い
う
。
小
ダ
コ
の
一
種
で

雌
が
舟
の
よ
う
な
殻
を
つ
く
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。

⑱

I
V
 p. 3
1
5
 n
o
t
e
s
 2, 
3.

―
―
―
つ
葉
型
岩
は
、

L

M

II
に
は
、
三
つ

の
C
と
点
よ
り
な
る
「
ト
リ
プ
ル

C
」
'
T
r
i
p
l
e
C
'
、
L

M

III
に
は
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単
な
る
一
二
つ
の

C
構
成
へ
と
向
う
。

⑲

I
V
 p
p
.
 1
1
8
_
:
9
.

ク
ノ
ッ
ク
ス
の
ク
ル
ウ
ラ

3
出
土
の
球
形
の
土
器

片
に
は
、
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
の
二
枚
貝
と
同
一
の
貝
が
打
出
さ
れ
る
。
し

か
し
、
ク
ノ
ッ
ク
ス
の
貝
に
は
、
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
の
貝
の
弧
の
外
の
磨

減
は
な
い
。
こ
れ
は
、
同
一
の
型
の
使
用
を
意
味
し
、
し
か
も
フ
ァ
イ

ス
ト
ス
ヘ
の
そ
の
使
用
が
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
土
器
へ
の
使
用
よ
り
も
後
で

あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

⑳

I
V
 p
p
.
1
8
3ー

5
.

こ
の
ゴ
プ
レ
ッ
ト
の
把
手
の
末
端
は
、
ヘ
ビ
の
頭

で
終
る
。
こ
れ
は
、
ア
ダ
ー
・
マ
ー
ク
の
ヘ
ビ
の
皮
膚
起
源
を
証
明
す

る。

⑳

I
V
 p
p
.
3
4
2ー

3.

こ
の
双
斧
は
、
す
べ
て
二
重
刃
で
あ
る
。
二
重
刃

は
、
ハ
ギ
ア
・
ト
リ
ア
ダ
の
石
棺
の
潅
て
ん
の
場
景
が
示
す
よ
う
に
崇

拝
対
象
と
し
て
の
双
斧
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
斜
線
は
、
ア
ル

カ
ロ
コ
リ

(
A
r
k
a
l
o
k
h
o
r
i
)

出
土
の
黄
金
の
双
斧
が
示
す
よ
う
な
儀

式
用
の
装
飾
か
も
し
れ
な
い
。

付
記
掲
載
図
版
は
す
べ
て
ニ
ヴ
ァ
ソ
ズ
の
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

⑫

I
V
 p
.
3
4
9
.

こ
れ
は
、
双
斧
の
礼
拝
所
の
描
写
で
は
な
く
、
フ
リ
ー

ズ
に
お
け
る
半
円
花
文
と
そ
れ
を
分
割
す
る
縦
筋
装

(
t
r
i
g
l
y
p
h
)

で

あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

⑳

I
 
p. 6
0
7
 n
o
t
e
s
 1
・2
.

M
M
 
I

の
メ
ロ
ス
旦
g

の
フ
ィ
ラ
コ
ビ
出
土

の
土
器
に
は
、
男
が
描
か
れ
る
。
そ
の
男
は
、
両
手
を
挙
げ
、
片
手
に

短
刀
を
も
っ
。
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
ほ
、
こ
の
男
の
ス
ク
イ
ル
が
ペ
ッ
ツ
オ
フ

ア

(
P
e
t
s
o
f
a
)
出
土
の
人
体
像
と
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
フ

ィ
ラ
コ
ビ
の
表
現
が
ク
レ
タ
の
人
体
表
現
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
る
。

そ
れ
故
に
、

M
M
II
で
は
、
今
ま
で
ク
レ
ク
で
出
土
す
る
土
器
片
の

融
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
人
体
表
現
が
存
在
し
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
と
＝
ヴ
ァ
ン
ズ
は
述
べ
る
。

⑳
メ
ロ
ス
型
水
さ
し
は
、
反
り
返
っ
た
口
頸
部
、
球
形
に
脹
ん
だ
器
体

を
呈
す
る
。
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